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Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年８月１３日（水）、鳥丸地区コミュニティ協議会主催の鳥丸地区夏まつりに鹿児島県と薩摩
川内市の若手職員が合同で研修を行い、運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

県「地区コミュニティ研修」３名 市「若手チャレンジプロジェクト」２名

１日目 当日の人員配置やプログラムについての事前打ち合わせを実施。
（８月５日）

２日目 イベント内では、来賓対応、写真撮影を主に担当した。そのほか、舞台
発表での機材搬出入、抽選会での景品受け渡しも実施した。
（８月１３日）

３日目 地域の方と交流を図りながら、イベントの感想や改善点などについて意
見交換を実施。（１０月３日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
Vol.1 鳥丸地区夏まつり納涼大会
（鳥丸地区コミュニティ協議会）

地元企業や農家
からの提供品も多く、

多くの人の協力のもと成り
立っていると感じた。

実行委員の方を中心
に、朝早くから準備
されていて、地域の
みんなのイベントに
かける思いが感じら

れた。

子供をはじめ、若手が
多く集まり、率先して
地域のイベントを盛り
上げているのが印象的

であった。

Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年８月１４日（木）、平佐東地区コミュニティ協議会主催の平佐東地区夏祭りに鹿児島県と薩
摩川内市の若手職員が合同で研修を行い、運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

県「地区コミュニティ研修」３名 市「若手チャレンジプロジェクト」５名

１日目 事前打合せ・実行委員会への参加（７月１７日）

２日目 会場設営、受付・会場整理・音声・舞台・抽選会等
の担当に従事。（８月１４日）

３日目 各々良かった点や改善点、気づいた点を話し合うクロストーク方式で意
見交換を実施。（９月３日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
V o l . 2 平佐東地区夏祭り
（平佐東地区コミュニティ協議会）

資材の運び出しや設営等においてマ
ンパワーが必要な作業が多々あり、
大変だと実感した。

実行委員も高齢の方が多く、地元住
⺠の高齢化による担い手不⾜を感じ
た。

地域活動をする際に明確に自
分たちの方から必要事を提示
する自主的な姿勢が必要であ

ると感じた。
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Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年８月２３日（土）、高来地区コミュニティ協議会主催の高城川・川祭りに鹿児島県と薩摩川
内市の若手職員が合同で研修を行い、運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

県「地区コミュニティ研修」４名 市「若手チャレンジプロジェクト」２名

１日目 本番の概要説明を受けた後、川祭り全体の流れなどを確認。
（７月２８日）

２日目 午前中、班ごとに分かれ、会場設営。本番は、昼の部・夜の部の２部制
で、川遊び等の見守り、花火の設営等を行った。（８月２３日）

３日目 反省点、改善点等について意見交換会を実施。 （９月２７日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
V o l . 3 高 城 川 ・ 川 祭 り
（高来地区コミュニティ協議会）

子どもたちを中心に、地域の
活気を感じられた。

事前準備から若年層の参加も多く、イベ
ントに対する地域住⺠の熱意を感じた。

前日まで悪天候だったが、地
区コミ全体で協力し、臨機応

変に対応されていた。

Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年９月２８日（日）、湯田地区コミュニティ協議会主催の第９回湯田地区大運動会に薩摩川内
市の若手職員が運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

市「若手チャレンジプロジェクト」５名

１日目 運動場にて、当日の競技内容・準備物、競技に使用する道具等を確認し、
各自治体のテント・椅子等設置を行った。 （９月２７日）

２日目 雨天により、急遽会場を体育館に変更し開催。湯田地区の方々と一緒に
運動会の運営・競技に参加。閉会後の後片付け。（９月２８日）

３日目 コミュ会⻑及び各自治会⻑と良かった点や改善点について意見交換を
行った。 （１０月２５日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
V o l . 4 湯田地区大運動会
（湯田地区コミュニティ協議会）

様々なプログラムが
ある中、大勢の参加者で
盛り上がり運動会は
成功となった。

打合せから
最後の片付けまで
携わることができ、

貴重な経験が
できた。

いかに継続していくかが大きな課
題であると感じました。
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Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年９月２８日（日）、上手地区コミュニティ協議会主催の上手地区大運動会に薩摩川内市の若
手職員が運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

市「若手チャレンジプロジェクト」２名

１日目 会場となる上手小学校の会場設営や景品の準備などの実施、当日の担当
を確認。（９月２７日）

２日目 音響を担当。プログラムに合わせて音楽を流し、記録として写真撮影も
実施。運動会終了後、参加した地域住⺠らと片付け、撤収作業を実施。
（９月２８日）

３日目 健康福祉部を中心に、プログラム内容や係などについて反省会を実施。
（９月２９日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
V o l . 5 上手地区大運動会
（上手地区コミュニティ協議会）

全体的に高齢化が進んでおり、若
い世代にも参加してもらえるよう、
プログラムなどを検討する必要が

ある。

決められた係に限らず、地域の
方々が率先して協力する姿が見

られた。

参加した地域住⺠の楽しそうな笑顔を見
ることができた。日頃からのコミュニ
ケーションの大切さを実感した。

Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年１０月５日（日）、可愛地区コミュニティ協議会主催のコミュニティフェスタin可愛に薩摩
川内市の若手職員が運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

市「若手チャレンジプロジェクト」３名

１日目 事前準備、当日の役割分担。分担業務の内容確認（１０月１日）

２日目 会場設営、演者呼びかけ、舞台誘導に従事（１０月５日）

３日目 反省会及び懇親会（１０月１１日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
Vol.６コミュニティフェスタin可愛
（可愛地区コミュニティ協議会）

事前準備の段階から
当日のイベント従事における役
割分担が効率化しており、全体
としてスムーズに進行されてい

た。

地域社会の希薄化が叫ばれているが、皆熱心にイベント
に取り組まれており、地域の底力を感じた。

幅広い年代で数多くの地域の
方が参加しており、地域の人た
ちがイベントにかける思いが見
えた。
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Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年１０月１９日（日）、川内地区コミュニティ協議会主催の秋祭りに鹿児島県と薩摩川内市の
若手職員が合同で研修を行い、運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

県「地区コミュニティ研修」４名 市「若手チャレンジプロジェクト」４名

１日目 会場設営、ポップコーン・ドリンク・綿あめ・射的、販売、抽選会
景品の運搬、片付け。（１０月１９日）

２日目 各係からの反省点、改善点等について意見交換、決算報告を行った。
（１０月２４日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
V o l . 7 川 内 地 区 秋 祭 り
（川内地区コミュニティ協議会）

会場設営から撤去まで携わり実行委員会側の高齢
化、人数不⾜等今後運営をしていく上で、様々な

影響が懸念されると感じた。

地元の小中学生も準備に参加し
ており、皆が協力し合ってイベ
ントを作り上げていることに感

銘を受けた。

幅広い年齢の方が楽しんでお
り、非常に盛り上がるイベン

トであった。

Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年１１月９日（日）、永利地区コミュニティ協議会主催の永利地区コミュニティ祭りに薩摩川
内市の若手職員が運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

市「若手チャレンジプロジェクト」４名

１日目 全体で自己紹介の後、作品の展示やテント設営等の会場設営を行い、当
日の流れや役割分担を確認。 （１１月８日）

２日目 駐車場案内や来場者の対応等を実施。（１１月９日）

３日目 良かった点や改善点などの意見交換、地域の現状や課題について協議を
実施。 （２月１０日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
Vol.8 永利地区コミュニティ祭り
（永利地区コミュニティ協議会）

会場設営の工夫や安全対策
等、スタッフの努力による
ものであると強く感じた。

天候不良であったが、多くの来場者があり、その活気
に驚くとともにふるさと愛を感じた。

地域の方々の繋がりの場をつ
くっていることを実感でき、
達成感があった。
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Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年１１月９日（日）、山田地区コミュニティ協議会主催の山田地区大運動会に鹿児島県と薩摩
川内市の若手職員が合同で研修を行い、運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

県「地区コミュニティ研修」４名 市「若手チャレンジプロジェクト」２名

１日目 山田地区コミュニティ協議会の概要の説明や、当日の流れや役割分担等
の打ち合わせ。（１０月２日）

２日目 当日の雨天が予想されていたため、旧山田小の体育館にて準備を行った。
（１１月８日）

３日目 当日はそれぞれの係の仕事を行いつつ、県・市職員も競技に参加させて
もらうことができた。（１１月９日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
V o l . 9 山田地区大運動会
（山田地区コミュニティ協議会）

雨天のため体育館での開催
だったが、準備等の時間が
短縮されて良かった。

小学生等の子供たちが参加でき
る競技が少なかったため、増や
してみてもよいのではないか。

高齢者が増えてきている中で、地域との交流の場とし
て継続していくことが必要だと感じた。

Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年１１月３０日（日）、南瀬地区コミュニティ協議会主催の南瀬フェスタに薩摩川内市の若手
職員が運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

市「若手チャレンジプロジェクト」５名

１日目 当日の日程、役割分担の説明がされた。（１１月４日）

２日目 会場設営、受付、駐車場整理、昼食配布、舞台演目の幕引き等に従事
（１１月３０日）

３日目 事前に渡された反省点の記入報告書を作成・提出（１２月２日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
V o l . 1 0 南 瀬 フ ェ ス タ
（南瀬地区コミュニティ協議会）

運営等に参加し、地域の方々が楽しみにしており、とても良い
地域の交流の場となっていることを感じた。

様々な出店ブースに加え、舞台演
目・抽選会など幅広い年齢の方に楽
しんでいただけるイベントであった。

地域の高齢化が進んでいる
ため、運営側の労力を減ら
す工夫が必要だと感じる。
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Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年１２月７日（日）、朝陽地区コミュニティ協議会主催の入来朝陽フェスタに鹿児島県と薩摩
川内市の若手職員が合同で研修を行い、運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

県「地区コミュニティ研修」４名 市「若手チャレンジプロジェクト」２名

１日目 地区コミュニティ協議会の方々のほか関係団体（社会福祉協議会、生協
コープ鹿児島等）も集まり、各役割や設営等の確認を実施。
（１０月１６日）

２日目 来場者受付やステージサポートを実施。（１２月７日）

３日目 来年への改善点の意見交換や、地域の方々との交流（フラワーアレンジ
メント体験）を実施。 （１２月２５日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
Vo l . 1 1 入来朝陽フェスタ
(朝陽地区コミュニティ協議会)

フェスタ終了後の意見交換
会では、様々な意見や改善
点が上げられ、来年のフェ
スタはより良いものになっ
ていくと感じた

飲酒運転ゴーグルや、メイ
ク体験ブースなどがあり、
来場者が楽しんでいる様子
が感じられて良かった

Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年１２月１４日（日）、⻘瀬地区コミュニティ協議会主催の助⼋古道を歩こうかいに鹿児島県
と薩摩川内市の若手職員が合同で研修を行い、運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

県「地区コミュニティ研修」５名 市「若手チャレンジプロジェクト」２名

１日目 自己紹介の後、⻘瀬地区コミュニティ協議会についての勉強会とイベン
トの概要の確認。（１２月１３日）

２日目 開会式で全参加者に対しても自己紹介を実施。
ぜんざいの配膳や写真撮影スポットでの写真撮影を実施。各会場のテン
トの撤収や机、イスの片付け、備品の回収や積み込みを実施。イベン
ト終了後、地区コミュニティ協議会との意見交換を行った。
（１２月１４日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
Vol.12 助⼋古道を歩こうかい
（⻘瀬地区コミュニティ協議会）

運営側として参加することで、イベントを開催すること
の大変さを感じることができた。

小さい子供たちも険しい山道の中、
最後まで楽しそうな笑顔を見せてい

たことが印象的であった。

甑島ならではの豊かな
自然を楽しむことがで
きるイベントであった。
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Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和７年１２月１４日（日）、清色地区コミュニティ協議会主催のイルミネーションINきよしきに薩
摩川内市の若手職員が運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

市「若手チャレンジプロジェクト」３名

１日目 イルミネーションレイアウト及び概要説明、会場場所等の事前確認。
（１１月２６日）

２日目 イルミネーション設置作業。 （１２月１３日）

３日目 おもいやりライト運動・カウントダウン点灯式・ビンゴゲーム大会終了
後に、改善点や今後の課題について意見交換会を行った。
（１２月１４日）

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
Vol.13 イルミネーションINきよしき
（ 清 色 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 ）

イルミネーションをきっかけに地域住⺠のみならず多くの人々
が集まり、人と人のつながりを感じた。

地域の方々がとても協力的
であり、本イベントへの

熱意を感じた。

意見交換会では、「イベント運
営だけが地区コミの役割ではな
い」という言葉が印象に残った。

Vol.1 くまのじょう夏まつり

令和８年２月２２日（日）、大馬越地区コミュニティ協議会及び大馬越地区文化祭実行委員会主催の
令和７年度大馬越地区文化祭に薩摩川内市の若手職員が運営に参加しました。

《研修概要 》 参 加 人 数 ：

研 修 内 容 ：

県「地域コミュニティ研修」４名 市「若手チャレンジプロジェクト」３名

１日目 事前打ち合わせ。大馬越地区文化祭実行委員会、県職員、市職員にて事
前打ち合わせを行った （１２月５日）。

２日目 前日準備。機材・資材搬入及び会場設営が行われた（２月２１日）。

３日目 文化祭開催及び意見交換会実施。大馬越地区文化祭を開催。同日中に撤
去作業及び意見交換会を行った （２月２２日）。

《研修参加者の声》

行 動 実 践 班
Vo l . 1 4 大馬越地区文化祭
（大馬越地区コミュニティ協議会）

20演目と多彩なプログラムがあり、文化祭は大成功であった。

打合せから
意見交換会まで

携わることができ、
貴重な経験が
できた。

運営する上での課題や苦労
など生の声を聞き、思い入
れの強さを感じました。
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